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デンマークの誇る名窯 「ロイヤル コベンハーゲンJと、かつては人気を三分 した「ビング オーグレンダールJ。両名窯の

19世紀末から20世 紀初頭に制作されたアール・ヌーヴォー磁器を紹介します。

ロイヤル コベンハーゲンといえば、自地に青一色の「ブルーフルーテッド」や 「イヤープレートJのシリーズが有名ですが、

19世紀末のアール・ヌーヴォー全盛期には、淡いグラデーションの釉下彩、鮮やかな虹彩を生じる結晶釉など、当時の最先

端を誇る多彩な釉薬技術によつて世界を牽引した窯でした。動植物や昆虫など、自然のモティーフをかたどつた優美なフォ

ルムと奥ゆかしい色彩による作品は、世界的な脚光を浴び、アールヌーヴォーの頂点といわれる19oo年 のパ リ万国博覧会

ではグランプリを受賞しています。この博覧会を目の当たりにした日本の関係者は、旧態依然とした自国の状況との差に衝

撃を受け、陶磁器の分野でもデザインの重要性が説かれ、釉下彩技法などの習得が積極的に行われるようになりました。

魅力的な絵画表現が特徴であるロイヤル コベンハーゲンに対し、ビング オーグレンダールは彫刻家を多く採用して、

「鷺のサービスJなど、彫塑的要素が強く前面に打ち出された作品を多く生み出しました。

本展覧会は、横浜市在住のコレクター塩川博義氏の協力を得て、これまで日本で紹介される機会の少なかつたアール・

ヌーヴォー期におけるロイヤル コペンハーゲン、ビング オーグレンダールの多彩な作品を一堂に展示します。また併せて、

同時期の明治時代後半の日本の釉下彩作品も紹介いたします。

表面左■から く薔カップ&ソーサー,188595、189598年[B]/《菊文蓋付壺,(部分)1912年tB〕′《インコ置物
'190214年

[B]/《睡菫カップ&ソーサー,
(部分)188595年[B]/《蛾花瓶 1ヽ8,81922年[R〕/《犬置物》〈部分)191546年:B]/1-夜茸花瓶

'189598年
[8〕/《花籠文花瓶》(部分)1911年[R]

くトカゲ皿》(部分)192328年:RJ/く紫陽花文沈香壺)1913年[B]/《クリスマスローズ文沈=壺》1914年[e〕/1彙コンボート》(部分)18981914年[B〕
〈葡萄文花瓶》1921年[B]/〈フクロウ文皿,(部分)1890年[R]/`キノコにナメクジ花瓶)190308年[R]/`トンボ文蓋付壺,(部分)18981922年[R]
《彙センタービース,190214年[B]/《牧羊神とヽ カゲ置物,192,28年[R]

1(ヤモリ蓋物》18981922年[R]/2《人面耳付花瓶》18,3年[R:/3く貴婦大量物,190,14年[BJ/4《カタツムリ文花瓶》1894年[R]/5《蛇花瓶》
18981921年 [R:/6く 睡撻カゥブ&ツ ーサー)188595年 [B1/7《 花文花瓶》1920年 [BJ/8《 カワウソ置物,191547年 [B]/9《 鷲花瓶》18981915年 [B:

10《孔雀文花瓶》190214年[B]′/11《■カップ&ソーサー)189598年〔B]121鼠 置物》192,28年[R:/13(花籠文花瓶,1911年[R]

*[R]ロイヤルコベンバーケン、[B]ビングオーグレングール

三 美術映画会 ≡ 午後2時より

4月 28日 (土)「茶の湯J「用と美J

5月 19日 (土)「茶の湯J「琳派の系譜J

関連企画

三講演会 三 4月 15日(日)午後2時より

「デンマークのアール・ヌーヴオー磁器J
塩川博義氏 [日本大学教授、本展出品者]

≡ 記念セミナー三 [要 事前申込み]

5月 9日 (水)午後6時より

「ロイヤル コベンハーゲンでティータイムを楽 しむ」
(西洋アンティークの見方)※ 出展作品ではありません。

塩谷哲夫氏 〔ロムドシン代表取締役]

参加費 :1,500円 定員115名 応募締切 :4月28日(■)必着

[申込み方法]

往復ハガキの「往信Jに①郵便番号 住所②氏名③年鈴④電話

番号、「返信」に返信先住所 氏名を明記のうえ、下記までお送り

ください。

〒1500046渋 谷区松着21414
渋谷区立松濤美術館 言己念セミナー係
応寡多数の場合は抽選とさせていただきます。

≡ サロン ミューゼで音楽を 三

5月 13日 (日)午後1時～、3時～(各約20分)

演奏:松下修子氏 (チェロ)

曲目:バツハ無伴奏チェロ組曲第3番より他

≡ 次回展のご案内 =

「渋谷区制80周 年記念 いのちの建めき田渕俊夫展J

6月 5日 (火)～ 7月22日 (日)

セントラル再け

Ⅲ
゛

言 担当学芸員によるギャラリー

4月 20日 (金)、5月 3日 (木 祝)、

渋谷区立松濤美術館 The shdo Museum ofAn
〒1500046東 京都渋谷区松濤21414
TEL03 3465‐9421 http://www ShOto‐museum ip/

渋谷駅下車徒歩15分 京三井の頭線神泉駅下車徒歩5分
ハチ公バス丘を越えてルート(■原 =ヶ 谷ルート)「松濤美術館入口J下車徒歩3分

トーク 三 年後2時より

5月 12日(土)
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